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審査の結果の要旨 
氏名 河野 正 
 
 本論文は、中華人民共和国の初期における農村社会の歴史的変化について、特に河北省
を事例として分析したものである。中国共産党政権が農村を掌握しようと試みた際に、農
村社会がいかなる対応を示したのかという点に最大の関心が向けられている。 
 まず第 1 章では、対象となる河北省農村の地域的特徴をおさえたうえで、共産党政権に
よる政策の変遷を概観した。第 2 章では、政府が農村政策を展開する前提となる宣伝工作
の実態を整理し、第 3 章では地方紙『河北日報』の性格について考察した。こうして、当
時の政権が自らの意図を農村に伝えようとする努力とその限界について明らかにした。 
 第 4 章は、土地を貧しい農家に分配しようとする土地改革の過程を注視することを通じ
て、基層社会において「階級」概念がどのような機能を果たしていたのかを論じ、地主や
富農とされた人々が一定の影響力を維持していたことを指摘している。第 5 章は、村のま
とまりの意識について分析を進め、土地改革から集団化に向かう過程で、河北の自然村が
社会集団として連帯の単位となる局面があったことを実証した。第 6 章は、農業集団化が
進むなかで、農家どうしの助け合いがいかなる意味を持っていたのかを論じ、第 7 章は高
級合作社の成立と分裂の過程をみることで、共産党の政策に対して自然村のまとまりがど
のように対応していったのかを考察した。第 8 章は朝鮮戦争の勃発にともない中国政府が
農村から兵士を動員しようとしたのに対し、農村社会が必ずしも政権の期待に沿う形で、
階級の良い男性を選抜しなかった顛末について分析した。 
 本論文は、中国の文書館に所蔵される地方行政文書を精力的に収集し、また他にも数種
の個性的な史料を利用したのに加えて、現地の聞き取り調査で補足することによって、こ
れまでになく全面的に当該時期の農村社会の変動を理解することに成功した論文と評価す
ることができる。とくに、河北の自然村が、土地改革や集団化の過程において、一定の凝
集性をもった社会集団としての役割を果たす局面があったという指摘は注目すべきもので
あろう。また、農村に対する政府の宣伝活動や徴兵工作の実態について、考察を進めたこ
とも貢献といえる。 
いっそう解明を進めるべき論点として、20 世紀前半の河北農村の実態、たとえば農家副
業のありかたや地域的有力者の権勢などを挙げることができ、また同時代のソ連の農村政
策についても十分に視野に入れることで、本論文の趣旨を更に展開する余地も残されてい
るとはいえ、本論文で達成された成果の大きさに基づいて、審査委員会は博士（文学）の
学位を授与するにふさわしいと判断する。 
